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令和３年第５回若狭町議会定例会会議録（第１号） 
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日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 敦賀美方消防組合議会議員の選挙について 

日程第 ４ 美浜・三方環境衛生組合議会議員の選挙について 
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日程第 ６ 報告第 ９号 令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告について 
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号） 
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予算（第１号） 

日程第１８ 議案第６９号 令和３年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予

算（第１号） 

日程第１９ 議案第７０号 令和３年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２０ 議案第７１号 令和３年度若狭町営住宅等特別会計補正予算（第１号） 
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日程第２３ 議案第７４号 令和３年度若狭町国民健康保険上中診療所事業会計補正
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予算（第１号） 

日程第２４ 議案第７５号 字の区域の変更について 

日程第２５ 請願第 ３号 沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋立て等に使用しない

ことを求める請願 

日程第２６ 請願第 ４号 原発事故時の安定ヨウ素剤配布の事前配布を求める請願 

日程第２７ 陳情第 １号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 

 



 

－ 4 － 

（午前 ９時２０分 開会） 

○議長（今井富雄君） 

開会に当たりまして、一言御挨拶申し上げます。 

まず、去る８月２日に大南栄三議員が急逝されました。 

４月の選挙で初当選され、我々と一緒にこれからというときの御他界でございまして、

誠に残念なことでございます。 

御遺族の皆様方に心からお悔やみを申し上げ、深く哀悼の意を表します。 

さて、本日、招集されました令和３年第５回若狭町議会定例会の開会に当たりまして、

議員各位には、万障繰り合わせの上、御出席いただき、厚く御礼申し上げます。 

本定例会に提出されます議案につきましては、令和２年度一般会計、特別会計及び企

業会計の決算認定のほか、工事請負契約の締結、令和３年度各会計の補正予算、字の区

域の変更が主なものであります。 

議員各位には、十分な審議をお願いいたします。 

さて、今年は、梅雨の豪雨、梅雨明け後の猛暑、そして、早い台風の襲来と前線停滞

による豪雨と不安定な気候が続いております。 

同時に、コロナウイルスは、デルタ株に変異しまして、感染拡大しており、福井県で

は８月６日から８月２４日まで緊急事態宣言が出され、それが９月１２日までに延長さ

れました。今なお感染拡大は止まらない状況でございます。 

９月に入りまして、本格的な台風シーズンを迎えますけども、このコロナ禍の中、災

害に対する備えをいま一度、御確認願いたいと思います。 

朝晩、涼しく感じる季節になりました。議員各位には、健康に十分御留意され、本定

例会の円滑な運営に御協力を賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とさせて

いただきます。 

大南栄三議員が８月２日に死去され、欠員となりました。 

ただいまの出席議員数は１２名です。 

定足数に達しましたので、会議は成立しました。 

これより、令和３年第５回若狭町議会定例会を開会いたします。 

町長より発言を求められておりますので、これを許します。 

渡辺町長。 

○町長（渡辺英朗君） 

皆様、おはようございます。 

本日、ここに、令和３年第５回若狭町議会定例会を招集させていただきましたところ、
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議員の皆様には、お忙しいところ、御出席を賜り厚く御礼申し上げます。 

まず初めに、若狭町議会議員の大南栄三氏が去る８月２日に御逝去されました。４月

の町議会議員選挙により初当選され、豊富な行政経験を活かし、町の発展のため、議員

としての歩みを始められた矢先の突然の訃報に、ただただ残念であり、惜別の情は尽き

ません。ここに、謹んで哀悼の意を表し、衷心より御冥福をお祈り申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症ですが、８月２８日に上中庁舎勤務の職員に新規感

染者が確認されました。これに伴い、上中庁舎１階で執務する職員については、２９日

に唾液採取によるＰＣＲ検査を実施するとともに、上中庁舎及び三方保健センター内の

消毒作業を実施いたしました。 

ＰＣＲ検査の結果は、同日の夕方に報告があり、幸い全員陰性が確認されました。町

民の皆様には大変御心配をおかけいたしましたが、引き続き、職員一同、感染防止対策

に努め、今後も慎重に状況を見極めながら対応してまいりたいと考えております。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、感染力の強いデルタ株による全国的な流

行「第５波」の勢いを抑え込めず、８月２７日から緊急事態宣言地域に８道県が追加さ

れ、２１都道府県までに拡大されております。 

変異株は従来株に比べウイルス量が多く、感染力も強いことから、さらなる感染拡大

は予断を許さない状況が続いております。 

県内においても、連日、多くの感染者が報告されており、県独自の緊急事態宣言が発

令されている中、小・中学校の授業再開も重なり、今後の感染拡大を危惧しているとこ

ろです。 

一方、町では、感染拡大や重症化の防止、水際対策の強化策として、９月補正予算に

おいて、「ＰＣＲ検査」に対する補助事業を提案させていただいております。 

県民行動指針に基づき、他県との不要不急の往来は、原則、中止・延期をお願いして

いるところですが、受験や就職活動など、やむを得ず県外に出向く方や、若狭町出身者

で県外から介護などでやむを得ず帰省される方を対象に検査費用を補助するものであり

ます。 

併せて、コロナワクチン接種につきましても、医療機関の御協力をいただきながら、

一日も早く接種が完了できるよう、引き続き、全庁体制で取り組んでまいります。 

町では、７月８日に「地区要望」を実施させていただき、地域の方々から課題や要望

などをお聞かせいただきました。 

９月１３日から１６日には「集落ヒアリング」も予定しております。 

集落の方々と直接対話をする中で、お互いの信頼関係を築き、情報を交換することに
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よって、課題を共有し、課題解決に向けて、地域と一丸となって町民と協働のまちづく

りに取り組んでまいりたいと考えております。 

さて、本定例会に提案いたします案件は、令和２年度決算に基づく健全化判断比率の

報告及び決算に基づく資金不足比率の報告、令和２年度一般会計及び各特別会計及び各

企業会計歳入歳出決算の認定ほか、令和３年度の一般会計、特別会計、企業会計の補正

予算などの案件をお願いしております。 

議員の皆様には、十分御審議の上、妥当なる御決議を賜りますようお願い申し上げま

して、開会の御挨拶とさせていただきます。 

○議長（今井富雄君） 

これより、本日の会議を開きます。 

議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

～日程第１ 会議録署名議員の指名について～ 

○議長（今井富雄君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、１１番、坂本 豊君、１３番、

北原武道君を指名します。 

～日程第２ 会期の決定について～ 

○議長（今井富雄君） 

日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月１７日までの１８日間にしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から９月１７日までの１８日

間に決定しました。 

次に、諸般の報告を行います。 

地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、例月出納検査、令和３年度６月分か

ら７月分までの結果報告書がお手元に配付のとおり報告されております。 

次に、地方自治法第１２１条の規定により、議案説明者として渡辺町長、二本松副町

長、松宮教育長、三宅会計管理者、岡本総務課長ほか各担当課長の出席を求めておりま

す。 

また、令和２年度各会計の決算審査意見に関する報告を求めるため、河原監査委員の
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出席を求めております。 

以上をもって、諸般の報告を終わります。 

～日程第３ 敦賀美方消防組合議会議員の選挙について～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第３「敦賀美方消防組合議会議員の選挙について」を議題とします。 

敦賀美方消防組合議会議員が１名欠員となっております。 

お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しました。 

敦賀美方消防組合議会議員に松本孝雄君を指名します。 

お諮りします。ただいま指名しました松本孝雄君を敦賀美方消防組合議会議員の当選

人と定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました松本孝雄君が敦賀美方消防

組合議会議員に当選しました。 

ただいま執行の敦賀美方消防組合議会議員選挙の当選人が議場におられますので、会

議規則第３２条第２項の規定により、当選の告知をします。 

～日程第４ 美浜・三方環境衛生組合議会議員の選挙について～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第４「美浜・三方環境衛生組合議会議員の選挙について」を議題とします。 

美浜・三方環境衛生組合議会議員が１名欠員となっております。 

お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しました。 

美浜・三方環境衛生組合議会議員に熊谷勘信君を指名します。 

お諮りします。ただいま指名しました熊谷勘信君を美浜・三方環境衛生組合議会議員

の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました熊谷勘信君が美浜・三方環

境衛生組合議会議員に当選しました。 

ただいま執行の美浜・三方環境衛生組合議会議員選挙の当選人が議場におられますの

で、会議規則第３２条第２項の規定により、当選の告知をします。 

～日程第５ 報告第８号・日程第６ 報告第９号～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第５、報告第８号「令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告につい

て」及び日程第６、報告第９号「令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告につい

て」の２件を一括して報告願います。 

渡辺町長。 

○町長（渡辺英朗君） 

それでは、報告第８号から報告第９号につきまして御説明を申し上げます。 

報告第８号「令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告について」では、「地方

公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条第１項の規定により、また、報告第９号

「令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告について」では、同法第２２条第１項の

規定により、それぞれ御報告申し上げるものであります。いずれも基準を下回っている

ことを御報告申し上げます。 

○議長（今井富雄君） 

ただいまの報告について質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 
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○議長（今井富雄君） 

質疑なしと認め、報告を終わります。 

～日程第７ 認定第１号・日程第８ 認定第２号～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第７、認定第１号「令和２年度若狭町一般会計及び特別会計歳入歳出決算

の認定について」及び日程第８、認定第２号「令和２年度若狭町水道事業会計、若狭町

工業用水道事業会計及び若狭町国民健康保険上中診療所事業会計決算の認定について」

の２件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

渡辺町長。 

○町長（渡辺英朗君） 

それでは、認定第１号及び認定第２号につきまして御説明を申し上げます。 

認定第１号及び認定第２号は、いずれも令和２年度一般会計をはじめとする各特別会

計及び公営企業会計の決算認定を求めるものでございます。 

これらの内容につきましては、監査委員から決算審査意見書により御報告をいただき

ますので、詳細につきましては省略をさせていただき、私からは決算の概要につきまし

て御説明を申し上げます。 

まず、認定第１号「令和２年度若狭町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」御説明申し上げます。 

令和２年度若狭町一般会計歳入歳出決算でございますが、詳しい決算額及び執行状況

につきましては、お配りいたしました決算書を御覧いただきたいと思います。 

一般会計における歳入決算総額は１３５億９，８２８万円となりました。歳出決算総

額は１２８億８，７７６万６，０００円となり、歳入歳出の差引きは７億１，０５１万

４，０００円となりました。 

次に、１１会計ある特別会計の決算につきまして申し上げます。 

まず、「若狭町国民健康保険特別会計」「若狭町後期高齢者医療特別会計」「若狭町

直営診療所特別会計」「若狭町介護保険特別会計」といった町民の皆様の健康に関わる

４つの特別会計につきましては、いずれの会計も、保険料、国庫補助金、県補助金等、

法律等で定められた財源をもって事業を推進させていただきました。 

次に、「若狭町簡易水道事業特別会計」「若狭町農業集落排水処理事業特別会計」

「若狭町漁業集落排水処理事業特別会計」「若狭町公共下水道事業特別会計」といった

上下水道関係の４つの特別会計につきましては、適切な維持管理に努め、運営を図るこ
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とができたと考えております。 

また、「若狭町農業者労働災害共済事業特別会計」では、令和２年度につきましては、

農作業中の事故２件に対しまして医療共済金をお支払いいたしました。 

「若狭町営住宅等特別会計」では、町営住宅６３戸、公営住宅１６戸の管理運営を実

施し、住宅困窮者やＵ・Ｉターン者などへの居住場所の提供を行いました。 

最後に、「若狭町土地開発事業特別会計」につきましては、天徳寺及び上瀬の住宅団

地を中心に分譲をさせていただいております。 

続きまして、認定第２号「令和２年度若狭町水道事業会計、若狭町工業用水道事業会

計及び若狭町国民健康保険上中診療所事業会計決算の認定について」御説明申し上げま

す。 

初めに、令和２年度若狭町水道事業会計決算につきましては、収益的収入が１億５，

１７５万８，０００円、収益的支出が１億４，９７６万９，０００円となり、純利益は

１９８万９，０００円となりました。 

資本的収支では、６，２３８万２，０００円の資金不足を生じ、その不足額につきま

しては、当年度分消費税資本的収支調整額及び過年度損益勘定留保資金で補填をいたし

ております。 

次に、令和２年度若狭町工業用水道事業会計決算でありますが、収益的収入が２，５

４８万６，０００円、収益的支出が３，３１２万４，０００円となり、７６３万８，０

００円の損失となりました。 

資本的収支では、国、県などの補助金を財源に河内川ダムの負担金を支出しておりま

す。 

最後に、令和２年度若狭町国民健康保険上中診療所事業会計決算でありますが、収益

的収支の状況は、総収益４億６，９５６万４，０００円、総費用４億９，６０９万円で、

当年度純利益は２，６５２万６，０００円の損失となっております。 

資本的収支では、診療所の改修工事に係る企業債の償還金として、不足する額１，８

０４万１，０００円は当年度分損益勘定留保資金で補填をいたしております。 

以上、認定第１号及び認定第２号につきましての御説明とさせていただきます。 

○議長（今井富雄君） 

提案理由の説明が終わりました。 

ここで、上程中の２議案について、監査委員の意見を求めます。 

若狭町監査委員、河原武教君。 

○若狭町監査委員（河原武教君） 



 

－ 11 － 

それでは、議長のお許しをいただきましたので、令和２年度会計決算審査における私

の所見を申し上げます。 

ただいま上程されました、認定第１号及び認定第２号の令和２年度若狭町一般会計及

び国民健康保険会計など１１の特別会計並びに水道事業会計など３つの企業会計の決算

につきまして、議会選出の島津監査委員とともに、６月から８月にかけて慎重に審査を

させていただき、お手元に配布のとおり、意見書を町長に提出いたしました。 

なお、財政の健全化判断比率の意見につきましては、既に報告されておりますので、

省略をさせていただきます。 

決算審査に当たりましては、次の事項に主眼を置いて審査を行いました。 

１つ目には、予算が適正に執行され、効率的な財政運営が行われているか。 

２つ目には、財務に関する事務が適正に処理され、財産は適切に維持管理されている

か。 

３つ目に、これらが町民の福祉の向上に寄与しているかという点であります。 

この点を確認するため、決算関係諸帳簿、その他必要資料の提出を求め、関係者の説

明を聴取して、慎重に審査を行った次第であります。 

ここで、審査概要の一端を申し上げます。 

まず、一般会計でありますが、歳入総額は１３５億９，８２８万円、歳出総額は１２

８億８，７７６万６，０００円となっており、前年度と比べますと、歳入では、２８億

７，７５４万７，０００円、２６．８ポイントの増加、歳出では、２７億４，８０７万

４，０００円、２７．１ポイントの増加となっております。 

これは、主に、かつて経験したことのない新型コロナウイルスの脅威に対し、各種の

感染症拡大防止に関する事業及びそれにより疲弊した経済への活性化対策が実施された

こと、また、三方地域におけるケーブルネットワーク更新事業が進められたことなどが

大幅な増額及び増加率の要因と考えられます。 

歳入から歳出を差し引いた形式収支は７億１，０５１万４，０００円となっておりま

す。 

このうち、翌年度へ繰り越すべき財源１億６，１１４万６，０００円を除いた実質収

支は５億４，９３６万８，０００円の黒字、財政調整基金の取崩し等を考慮した実質単

年度収支においては１億７，３９４万８，０００円の黒字であります。 

次に、財政運営の状況でありますが、財政力指数は０．３３１となっており、収入財

源の７０．４％が地方交付税や国や県の支出金、町債などに依存した内容となっており

ます。 
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また、今年度の実質公債費比率は１５．３％と対前年度比では０．２ポイント低くな

り、地方債許可団体に移行する目安とされております１８％の基準値以内となっており

ます。 

次に、財政の弾力性を示す総合的な指標であります経常収支比率は８７．６％と対前

年度比では３．２ポイント低くなっておりますが、依然として財政の硬直化の傾向がう

かがえます。 

今後においても、各指数の変動を念頭に置き、将来の財政を見据え、歳出抑制の強化

を図るとともに、歳入の確保に最大限の努力をされることを強く要望するものでありま

す。 

それでは、歳入と歳出の状況について御報告させていただきますが、以下につきまし

ては、金額を万円単位で述べさせていただきますので、御了承をお願いいたします。 

まず、歳入の状況でありますが、収入済額が１３５億９，８２８万円であり、調定額

に対する収納率は９９．７８％であります。 

収入未済額は３，０２５万円であり、３５４万円の不納欠損処理を行っております。 

歳入については、厳しい財政状況の中において、自己財源の確保を図るとともに、税

の公平負担の観点において、課税対象者の的確な把握に努めていただき、滞納実態に応

じて納付相談や分納など、債務者個々の状況に応じたきめ細かな対応を粘り強く行って

いただくとともに、新たな滞納の未然防止に努められるよう最善の努力をされることを

望むものであります。 

特に、各課が連携した「滞納整理連携会議」を活用するなどして情報の共有を図ると

ともに、長期化した滞納繰越分の徴収は、年月がたつほど困難となることを考慮し、徴

収率向上のための効果的な対策を収納担当部署と関係課が連携を強化して徴収に当たっ

ていただきたいと思います。 

また、不納欠損についても、その処理までに債務者の資産状況等に応じた対応をしっ

かりとしていただきたいと思います。 

次に、歳出の状況でありますが、歳出総額は１２８億８，７７６万円であり、性質別

による決算額では、人件費や物件費、扶助費、補助費等をはじめとする消費的経費は７

９億８，０１８万円で、歳出額全体の６１．９％を占め、対前年度比３４．０ポイント

の増加となっております。 

この主な要因は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う国の緊急経済対策である「特

別定額給付金事業」の実施や、大きな打撃を受けた飲食店の業績回復を目的とした「食

べて飲んで飲食店応援事業」の実施のほか、学校ＩＣＴ環境管理事業による児童生徒用
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のノートパソコンの購入などであります。 

また、投資的経費は１４億５，９１１万円で、歳出額全体の１１．３％と前年度と比

較して１．２ポイントの増加でありますが、決算額は対前年度比４２．９ポイントの大

幅な増加となっております。 

この主な要因は、ケーブルネットワーク更新事業や若狭アドベンチャーツーリズム拠

点整備事業等の実施によるものであります。 

公債費その他は３４億４，８４６万円で、歳出総額全体の２６．８％と前年度と比較

し４．４ポイント減少していますが、決算額は対前年度比９．１ポイントの増加となっ

ております。 

この主な要因は、水月花売却に伴う基金の廃止をもとにした新たな基金積立によるも

のであります。 

今後の公債費の増加抑制のため、普通建設事業の実施に当たっては、事業の緊急性や

投資効果を十分に考慮するとともに、消費的経費である物件費、維持補修費等の経常経

費につきましても将来を見据えた財政の健全化に向けた一層の削減努力を希望するとこ

ろであります。 

以上、全般では歳入、歳出のバランスは取れているものの、今後とも地方交付税など

依存財源に頼る財政運営を余儀なくされることから、自主財源の確保に努めつつ、頻発

する自然災害や新型コロナウイルス感染症拡大のような突発的な緊急事態の発生も考慮

しつつ、慎重に将来の財政計画を立て、行財政改革プランに沿った計画的な財政運営が

進められることを強く要望します。 

次に、基金の状況でありますが、令和２年度末では、総額が２６億１８０万円となっ

ており、基金全体では、前年度末より３，４０２万円の増加となっております。 

その中で、財政調整基金は、全体的な財源不足を補うため、３億３，０００万円の取

崩しを行ったものの、新たに４億７，３３５万円を積み立てたことにより、１０億７，

３９４万円の残高となっております。 

観光宿泊研修施設基金は、水月花売却に伴い１億９，４７３万円を全額取り崩して廃

止すると同時に、観光振興基金を創設し、令和２年度末で１億５，８７２万円の積立て

となっております。 

合併地域振興基金は、町村合併以来、若狭町発展のため、数々の事業の財源として活

用されてきましたが、令和２年度で終了しております。 

財政調整基金をはじめとする各種基金の今後の取崩しにつきましては、将来の財政運

営を考慮して、慎重かつ計画的に行っていただきたいと思います。 
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次に、財産の状況でありますが、町が所有する土地、建物の令和２年度末の財産所有

面積は１３５万平方メートルとなっております。 

処分可能な町有財産については、有効活用や公売等を行うことによって、歳入の確保

と管理経費の削減が図れるものと考えられますので、今後も財産の処分を積極的に進め

ていただくことを要望いたします。 

また、有価証券１２０万円を三方五湖ＤＭＯから取得しておりますので、今後、事業

の取組状況等をしっかりと把握していただきたいと思います。 

出資金については、福井県畜産協会が予防接種事業を終了することに伴い協会から退

会したことにより、４１万円の減額となっています。 

次に、町債の現在高でありますが、総額１５８億６，２１２万円となっており、前年

度に対し９億２，４３５万円の減少となっております。これは、元金の償還が借入額を

上回ったことによるものであります。 

今後においても、将来の財政負担となる町債は、計画的な事業の実施により、発行額

を調整し、残高を減らす取組を継続していただきたいと思います。 

以上、一般会計における財政状況の概要を申し上げましたが、人口減少と少子高齢化

が一段と進む中、新型コロナウイルス感染症拡大という新たな脅威が発生しており、今

後の税収への影響も大変心配されます。 

さらに、今後も扶助費、維持補修費などの消費的経費が増加するものと考えられ、財

政運営は、より厳しさを増していくものと思われます。 

町民が安心して生活できる町を目指して、より強固で弾力性のある財政基盤の構築に

努めるとともに、今後ますます多様化かつ増大する行政需要に対して、町民と向き合い、

地域の実情や声を十分に活かし、効果的な事業の立案と実施を願うものであります。 

次に、特別会計について申し上げますと、特別会計は、国民健康保険会計をはじめと

する１１の会計があります。 

各会計については、それぞれ目的に沿った運営がなされており、おおむね健全であり

ました。 

それぞれの会計について、意見の一端を述べさせていただきます。 

国民健康保険特別会計については、歳出において大きな割合を占めている保険給付費

について、今後も引き続き、医療費の適正化に向けた特定健診などの健診受診率のさら

なる向上を図っていただきたいと思います。 

また、国民健康保険加入者の疾患別受診状況をはじめとする各種データを綿密に分析

し、効果的な保健指導や健康づくり教室などを開催して、生活習慣病の発症や重症化の
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予防に努め、住民の健康づくりを推進していただきたいと思います。 

次に、後期高齢者医療特別会計については、国民健康保険特別会計と同じく保険給付

費が増大していくことが予想されるため、加入者の健康管理や医療機関の適正受診の指

導などに努めていく必要があります。 

直営診療所特別会計については、平成２４年度の診療所再開以来、収支のバランスも

取れ、順調に推移しております。 

コロナ禍ではありますが、今後も住民に最も身近な国保診療所としての役割を果たす

べく、早期受診患者の確保と各医療機関との連携による適切な医療の提供に努めていた

だき、病気の重症化を防ぐことなどによって、医療費抑制に努力を願うものであります。 

介護保険特別会計については、当町の介護保険料は県内でも上位であり、今後も保険

給付費が増大することが予想されることから、引き続き、フレイル予防を積極的に推進

し、保険給付費の減少を図り、安定的な事業運営を願うものであります。 

簡易水道特別会計については、１２地区の広範囲にわたる水道施設を管理しているも

ので、管理効率の向上と安全で安定した水を供給するため、一体的、効率的な水道施設

を目指した水道計画を推進されております。 

今後も経営の効率化、健全化を目指した施設統合等の推進と安全で安定した水道水の

供給に努力を願うものであります。 

次に、農業者労働災害共済事業特別会計は、農業労働者に対する共済制度であり、町

全体で４５８戸が共済に加入されています。 

加入者は、前年度比４３戸の減少となっており、農業法人等への農地の集積が進み、

個人の加入者が減少したことによることが主な要因ですが、不測の農作業事故に対処す

るため、引き続き、制度の周知と農作業事故防止の推進を図り、健全な制度の運営に努

めていただきたいと思います。 

次に、農業集落排水処理事業特別会計、漁業集落排水処理事業特別会計及び公共下水

道事業特別会計については、１７か所の施設が稼動しており、住民の健康で文化的な生

活を確保する上で欠かすことができない施設であります。引き続き、各施設の適切な維

持管理に努めていただくとともに、施設の統合を含めた効率的な運営を願うものであり

ます。 

町営住宅等特別会計では、井崎、上瀬の専用住宅２７戸、上瀬共同住宅３６室、大鳥

羽公営住宅１６室が対象となっており、会計収支は４４２万円が純利益となっておりま

す。今後も引き続き、適正な管理と健全な運営を願うものであります。 

土地開発事業特別会計では、現在分譲中の天徳寺及び上瀬住宅団地をはじめ、若王子
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及びせせらぎ住宅団地は残り区画が僅かとなっており、早期完売に向けたＰＲ活動を積

極的に進め、販売促進に一層の努力を願うものであります。 

次に、企業会計について申し上げますと、水道事業、工業用水道事業、上中診療所事

業とも公営企業として重要な役割を担っており、住民及び企業の期待に沿った健全な運

営が望まれております。 

まず、水道事業でありますが、給水人口は前年度比１０９人の減少となり、年間給水

量でも約１７万立方メートルの減少となっております。 

会計収支から見ると、当年度は、料金収入や一般会計補助金を合わせた収益的収入か

ら、営業費用、営業外費用を合わせた収益的支出を差し引いた１９８万円が純利益とな

っております。今後も漏水調査の実施や計画的な老朽管の更新など、有効率の向上に努

めるとともに、健全経営を進めていただくよう望むものであります。 

次に、工業用水道事業は、若狭中核工業団地内の企業７社と給水契約を締結し、工業

用水を供給しておりますが、契約水量は１日当たり６６５立方メートルとなっておりま

す。 

会計収支では、総収益から総費用を差し引いた７６３万円が純損失となっているもの

の資金残高は９９４万円の増加となっております。 

今後も受水企業の需要計画に沿い、良質で安定した用水の供給に努めるとともに、河

内川ダムの水源利用を念頭に入れた事業運営を望むものであります。 

次に、上中診療所事業についてでありますが、医療費抑制政策や医師や看護師の確保

など医療を取り巻く厳しい環境の中、一般病床１９床の有床診療所として医療の提供が

行われております。 

患者数については、入院患者、医科及び歯科外来患者は減少しているものの、介護保

険在宅サービスは増加の状況にあります。 

全体の医業収益としては、前年度に比べ３２５万円、１．０ポイントの増収となって

おりますが、経常収益全体では、前年度に比べ３，８０８万円、７．５ポイントの減収

であり、厳しい経営状況にあります。 

町では、保健・福祉・医療の関係各課が連携した地域包括ケアシステムが構築されて

いますが、上中診療所の役割について、住民に広く理解を求め、長期的展望に立った経

営に一層の努力を望むものであります。 

以上、それぞれの会計については、住民生活に密接した事業として「最少の経費で最

大の効果」を念頭に、いずれも正確かつ適正に会計処理がなされていたことをここに御

報告申し上げます。 
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しかし、税をはじめ保険料や使用料等の収入未済額があり、各担当部署において収納

努力がなされているものの、特別会計の多くはこれらを主な財源として運営されており、

公平負担の原則に基づき、収納体制の強化等により、滞納の縮減に努めていただきたい

と思います。 

特に、自治体の債権には様々な性質があり、町税のような公法上の債権や使用料など

私法上の債権もあるため、それぞれの性質に応じた徴収や不納欠損抑制の方法により、

対応願いたいと思います。 

また、今後の人口減少やコロナ禍に伴う税収への影響、地方交付税の減額など歳入の

根幹をなす財源が減少することが明らかであります。 

事業の実施に当たっては、複雑・多様化する住民ニーズを的確に捉える必要がありま

す。 

特に、人口減少対策として策定した若狭町総合戦略に基づく交流人口及び関係人口の

拡大や定住促進を確実なものとするため、各課の事業をより連携させ、民間活力を有効

に導入し、先進的な事業の選択や効率的な行政運営に取り組まれることを希望するもの

であります。 

また、学校及び保育所の今後の在り方についても、児童数の減少が進み、互いに育つ

環境の維持が難しい中、町の考え方を町民に丁寧に伝え、学校の適正規模への再編、保

育所の民営化を進めることが重要であると考えます。 

一方で、社会保障費の増大や公共施設、水道施設及び下水道施設の老朽化に伴う財政

負担の増大が想定されます。既に水道使用料及び下水道使用料は令和３年度から改定さ

れ、住民負担の増加となっております。 

未来を見据えて財政計画を立て、行財政改革プランを着実に実行するとともに、将来

に引き継ぐ持続可能な行財政運営のもと、住民福祉のより一層の向上と町政の発展に向

けて邁進していただくことを願うものであります。 

最後に、新型コロナウイルスが８月にはこれまで以上の感染拡大を見せ、９月１２日

までの県独自の緊急事態宣言が発令中でございます。 

依然として収束が見通せない新型コロナウイルス感染症により、人々の不安の増大と

日常生活や経済活動に大きな変化が生じております。 

ＳＤＧｓ、持続可能な開発目標が示され、また、コロナ禍による新たな生活様式の中

で、安全で、かつ安心して生活ができるよう万全な対策を講じられるよう願うものであ

ります。 

以上、令和２年度若狭町の一般会計及び特別会計並びに企業会計の決算審査に関して、
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本意見書を十分お目通しいただき、各会計決算の認定に対し、妥当なる御決定をお願い

申し上げますとともに、今後の若狭町の発展と住民の皆様の幸せを願いまして、決算審

査に関する私の意見とさせていただきます。 

令和３年８月３１日、若狭町監査委員 河原 武教 

○議長（今井富雄君） 

監査委員の報告は終わりました。 

これより、質疑を行います。 

上程中の２議案に対する質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております認定第１号及び認定第２号の２議案については、会議

規則第３８条第１項の規定により、予算決算常任委員会に付託したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、ただいま議題となっております２議案については、議

案付託表のとおり、予算決算常任委員会へ付託することに決定しました。 

ここで、暫時休憩いたします。 

（午前１０時１２分 休憩） 

（午前１０時１３分 再開） 

○議長（今井富雄君） 

再開いたします。 

～日程第９ 議案第６０号・日程第１０ 議案第６１号～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第９、議案第６０号「工事請負契約の締結について（令和３年度 道整備

推進交付金事業 町道倉見井崎線改良工事）」及び日程第１０、議案第６１号「工事請

負契約の締結について（令和３年度 若狭アドベンチャーツーリズム拠点整備事業 熊

川トレイルゲートウェイ外構広場整備工事）」の２議案を一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

渡辺町長。 

○町長（渡辺英朗君） 
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それでは、議案第６０号及び議案第６１号につきまして、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

議案第６０号につきましては、町道倉見井崎線改良工事をさせていただくもので、去

る８月２０日に指名競争入札を実施しましたので、工事請負契約を締結いたしたく、

「地方自治法」第９６条第１項第５号及び「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例」第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

次に、議案第６１号につきましては、熊川トレイルゲートウェイ外構広場整備工事を

させていただくもので、これにつきましては、去る７月３０日に指名競争入札を実施し

ましたので、工事請負契約を締結いたしたく、議会の議決を求めるものであります。 

以上、御説明申し上げましたが、御審議の上、妥当なる御決議を賜りますようお願い

申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（今井富雄君） 

提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑を行います。 

上程中の２議案に対する質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

これより、議案第６０号「工事請負契約の締結について（令和３年度 道整備推進交

付金事業 町道倉見井崎線改良工事）」に対する討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

討論なしと認め、討論を終わります。 

これより、採決します。 

議案第６０号「工事請負契約の締結について（令和３年度 道整備推進交付金事業 

町道倉見井崎線改良工事）」、本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君は起立

願います。 

〔起立全員〕 

○議長（今井富雄君） 

起立全員です。よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

次に、議案第６１号「工事請負契約の締結について（令和３年度 若狭アドベンチャ

ーツーリズム拠点整備事業 熊川トレイルゲートウェイ外構広場整備工事）」に対する
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討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

討論なしと認め、討論を終わります。 

これより、採決します。 

議案第６１号「工事請負契約の締結について（令和３年度 若狭アドベンチャーツー

リズム拠点整備事業 熊川トレイルゲートウェイ外構広場整備工事）」、本案は、原案

のとおり決定することに賛成の諸君は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（今井富雄君） 

起立全員です。よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

～日程第１１ 議案第６２号から日程第２３ 議案第７４号～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第１１、議案第６２号「令和３年度若狭町一般会計補正予算（第２号）」

から日程第２３、議案第７４号「令和３年度若狭町国民健康保険上中診療所事業会計補

正予算（第１号）」までの１３議案を一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

渡辺町長。 

○町長（渡辺英朗君） 

それでは、議案第６２号から議案第７４号までの１３議案につきまして、提案理由の

説明を申し上げます。 

まず、議案第６２号「令和３年度若狭町一般会計補正予算（第２号）」でありますが、

既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５億２，５６１万７，０００円を追加

し、予算の総額を１１４億５，９３５万円とするものであります。 

歳出の主なものは、総務費では、交通安全施設整備事業に２００万円、総合計画策定

事業に１０６万６，０００円、若狭町ホームページリニューアル事業に１，５００万円、

財政調整基金の積立金に２億７，５００万円など、合わせて３億３６１万円を計上いた

しました。 

民生費では、社会福祉施設管理事業に２３６万５，０００円、パレア若狭管理事業に

６２２万４，０００円、子育て世帯臨時特例給付金給付事業に１８８万９，０００円な

ど、合わせて１，３６５万２，０００円を計上いたしました。 
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衛生費では、上中診療所負担金事業に３，２２７万２，０００円、保健衛生事業に２

００万円、高齢者予防接種事業に４０４万２，０００円、海岸漂着物回収処理事業に１

６０万円など、合わせて３，９９８万９，０００円を計上いたしました。 

農林水産業費では、県単小規模土地改良事業に１，１００万円、土地改良事業に１８

４万円、松くい虫被害対策事業に１５８万２，０００円、林道維持費に４５０万円など、

合わせて１，９４７万２，０００円を計上いたしました。 

商工費では、観光施設管理運営事業に２７０万円、温泉設備管理事業に１，２００万

円、合わせて１，４７０万円を計上いたしました。 

土木費では、除雪対策事業に８，０１６万４，０００円、道路維持修繕事業に２，８

５０万円、道路新設改良全般事業に１，０１４万４，０００円、急傾斜地崩壊対策事業

に９１２万円、合わせて１億２，７９２万８，０００円を計上いたしました。 

教育費では、学校規模配置適正化事業に４０７万１，０００円、中学校教育振興事業

に７３万８，０００円、重要文化財建造物保存整備事業に２５万円など、合わせて６２

６万６，０００円を計上いたしました。 

また、歳入では、令和２年度の決算に基づき、繰越金を４億３５４万１，０００円増

額するのをはじめ、普通交付税の交付決定により、地方交付税が９,６７８万９，００

０円の増額のほか、国庫支出金が９３３万２，０００円の増額、県支出金が９９０万１，

０００円の増額、繰入金が２５４万３，０００円の増額などとなっております。 

次に、議案第６３号「令和３年度若狭町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」

でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ４６０万円を追加し、予算の総

額を１８億２，５８７万２，０００円とするものであります。 

主な歳出につきましては、令和２年度事業の精算による国などへの返還金に４６０万

円を計上させていただいております。 

次に、議案第６４号「令和３年度若狭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）」でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ４８万円を追加し、予算

の総額を２億１，１５９万４，０００円とするものであります。 

歳出では、福井県後期高齢者医療広域連合への納付金のほか保険料還付金を計上させ

ていただきました。 

次に、議案第６５号「令和３年度若狭町直営診療所特別会計補正予算（第１号）」で

ありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ６７４万円を追加し、予算の総額

を９，３９６万５，０００円とするものであります。 

歳出では、前年度繰越金や国庫補助金などを財源に、施設修繕費１２２万３，０００
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円、委託医業費に１１７万１，０００円のほか、基金積立金に４３４万６，０００円を

計上させていただきました。 

次に、議案第６６号「令和３年度若狭町介護保険特別会計補正予算（第２号）」であ

りますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ４，７７２万９，０００円を追加し、

予算の総額を２０億５，４９１万７，０００円とするものであります。 

介護保険事業勘定における歳出では、前年度繰越金を財源に、基金積立金２，９５４

万４，０００円のほか、令和２年度事業の精算による国及び県などへの返還金に１，７

２９万５，０００円などを計上させていただきました。 

また、介護保険サービス事業勘定における歳出では、前年度繰越金を財源に基金積立

金７１万２，０００円を計上させていただきました。 

次に、議案第６７号「令和３年度若狭町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）」

でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，７０７万３，０００円を追

加し、予算の総額を３億１，１３９万７，０００円とするものであります。 

歳出では、前年度繰越金を財源に基金積立金に１，３４７万３，０００円、簡易水道

建設事業に３６０万円を計上させていただきました。 

次に、議案第６８号「令和３年度若狭町農業者労働災害共済事業特別会計補正予算

（第１号）」でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ８万９，０００円

を追加し、予算の総額を１７０万４，０００円とするものであります。 

歳出では、前年度繰越金を財源に基金積立金８万９，０００円を計上させていただき

ました。 

次に、議案第６９号「令和３年度若狭町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第

１号）」でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ５１８万３，０００円

を追加し、予算の総額を４億８２０万８，０００円とするものであります。 

歳出では、施設修繕に伴う工事請負費などを計上させていただきました。 

次に、議案第７０号「令和３年度若狭町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）」でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２３１万３，０００円を

追加し、予算の総額を５億６，５９８万５，０００円とするものであります。 

歳出では、前年度繰越金を財源に、基金積立金に９６万３，０００円、公共下水道施

設管理費に１３５万円を計上させていただきました。 

次に、議案第７１号「令和３年度若狭町営住宅等特別会計補正予算（第１号）」であ

りますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ４４１万９，０００円を追加し、予

算の総額を３，７９９万１，０００円とするものであります。 
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歳出では、前年度繰越金を財源に、町営住宅等の修繕費用に４４１万９，０００円を

計上させていただきました。 

次に、議案第７２号「令和３年度若狭町土地開発事業特別会計補正予算（第１号）」

でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，６４５万３，０００円を追

加し、予算の総額を１億４０８万６，０００円とするものであります。 

歳出では、前年度繰越金を財源に、基金積立金１，６４５万２，０００円などを計上

させていただきました。 

次に、議案第７３号「令和３年度若狭町水道事業会計補正予算（第１号）」でありま

すが、収益的支出におきまして、営業費用の受託工事費を３９１万６，０００円増額な

どするほか、資本的支出では、配水施設改良費に８７０万円を計上させていただきまし

た。 

次に、議案第７４号「令和３年度若狭町国民健康保険上中診療所事業会計補正予算

（第１号）」でありますが、資本的支出におきまして、病院建設事業費に３，３７２万

２，０００円を計上させていただきました。 

以上、１３議案につきまして御説明申し上げました。十分な御審議の上、妥当なる御

決議を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（今井富雄君） 

提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑を行います。 

上程中の１３議案に対する質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております１３議案については、会議規則第３８条第１項の規定

により、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、予算決算常任委員会に付託し

たいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、議題となっております１３議案については、議案付託

表のとおり、予算決算常任委員会へ付託することと決定しました。 

～日程第２４ 議案第７５号～ 

○議長（今井富雄君） 
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次に、日程第２４、議案第７５号「字の区域の変更について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

渡辺町長。 

○町長（渡辺英朗君） 

それでは、議案第７５号「字の区域の変更について」提案理由の御説明を申し上げま

す。 

本案は、地方自治法第２６０条第１項の規定により、字の区域を変更するもので、土

地改良法に基づく団体営土地改良事業（気山地区）の施工に伴い、字区域を変更するた

めに提出するものであります。 

以上、御説明申し上げましたが、御審議の上、妥当なる御決議を賜りますようお願い

申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（今井富雄君） 

提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑を行います。 

上程中の議案に対する質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております議案については、会議規則第３８条第１項の規定によ

り、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、総務産業建設常任委員会に付託し

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、議題となっております議案については、議案付託表の

とおり、総務産業建設常任委員会へ付託することに決定しました。 

～日程第２５ 請願第３号から日程第２７ 陳情第１号～ 

○議長（今井富雄君） 

次に、日程第２５、請願第３号「沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋立て等に使用し

ないことを求める請願」及び日程第２６、請願第４号「原発事故時の安定ヨウ素剤配布

の事前配布を求める請願」並びに日程第２７、陳情第１号「地方財政の充実・強化を求

める意見書採択について」の３件を議題とします。 

本日までに受理した請願及び陳情は、お手元に配付してあります文書表のとおり、総
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務産業建設常任委員会に付託しましたので、報告します。 

お諮りします。議案審査のため、明日１日から６日までの６日間を休会にしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（今井富雄君） 

異議なしと認めます。よって、明日１日から６日までの６日間を休会とすることに決

定しました。 

以上をもって、本日の日程は全て終了しました。 

本日は、これをもって散会します。 

（午前１０時３５分 散会） 

 

 


